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観光が世の中を明るくする
知恵出して、魅力の発信を

二
階
俊
博
・
自
民
党
幹
事
長
に
聞
く

国
挙
げ
て
観
光
立
国
推
進

地
方
を
元
気
に
す
る
政
策
が
必
要

◎
他
面
の
主
な
記
事

（１） 第２９２１号昭和年８月日第３種郵便物認可 ２０１８年（平成３０年）１月１日（月曜日） （毎週土曜日発行）

　
国
の
成
長
戦
略
の
柱
と
い
わ
れ
る
観
光
。
官
民
に
よ
る
さ

ま
ざ
ま
な
施
策
が
展
開
さ
れ
、
訪
日
外
国
人
旅
行
者
数
や
旅

行
に
よ
る
消
費
額
の
拡
大
な
ど
、
着
実
に
成
果
を
上
げ
て
き

て
い
る
。
観
光
立
国
の
推
進
を

年
来
提
唱
し
、
今
も
全
国

旅
行
業
協
会
の
会
長
と
し
て
業
界
を
け
ん
引
す
る
二
階
俊
博

・
自
民
党
幹
事
長
に
「
真
の
観
光
立
国
実
現
へ
の
道
」
を
聞

い
た
。
（
聞
き
手
＝
本
社
編
集
長
・
森
田
淳
）

自民党幹事長室で積田朋子本社社長と

　
―
―
「
い
ざ
な
ぎ
景
気
」

を
超
え
る
戦
後
２
番
目
に
長

い
景
気
回
復
局
面
を
迎
え
て

い
る
。
２
０
２
０
年
の
東
京

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
ま
で
景

気
の
拡
大
が
期
待
さ
れ
る

が
、
二
階
幹
事
長
の
見
通
し

は
。

　
二
階
　
安
倍
政
権
が
外
交

に
お
い
て
日
本
の
存
在
感
を

高
め
る
と
と
も
に
、
経
済
に

お
い
て
も
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
に

よ
り
行
き
過
ぎ
た
円
高
や
株

安
が
是
正
さ
れ
、
各
種
の
経

済
指
標
も
上
向
い
て
お
り
、

２
０
１
２
年

月
か
ら
景
気

の
回
復
局
面
が
持
続
し
て
い

る
。
日
本
経
済
の
立
て
直
し

に
成
功
し
つ
つ
あ
る
と
思

う
。

　
経
済
運
営
を
最
重
要
課
題

と
し
て
、
デ
フ
レ
脱
出
の
た

め
の
政
策
を
一
層
力
強
く
展

開
し
、
国
民
の
誰
も
が
景
気

の
回
復
を
実
感
で
き
る
よ

う
、
ま
た
一
人
ひ
と
り
が
能

力
を
発
揮
で
き
る
「
１
億
総

活
躍
」
社
会
を
つ
く
り
上
げ

て
い
く
こ
と
が
重
要
だ
。

　
同
時
に
、
全
国
各
地
に
あ

る
旅
館
・
ホ
テ
ル
な
ど
、
宿

泊
産
業
の
皆
さ

ん
が
多
く
の
お

客
さ
ま
を
迎
え

ら
れ
る
よ
う
、

地
方
を
元
気
に

す
る
政
策
が
必

要
だ
。

　
こ
れ
ら
の
政

策
で
２
０
２
０

年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の

成
功
、
そ
し
て
そ
の
後
の
景

気
の
拡
大
と
国
民
生
活
の
安

定
的
発
展
に
つ
な
げ
て
い
き

た
い
と
思
う
。

　
―
―
外
国
人
観
光
客
が
急

増
し
て
い
る
が
、
宿
泊
客
が

都
市
部
に
集
中
し
、
地
方
旅

館
の
客
室
稼
働
率
は
決
し
て

高
く
な
い
。
今
の
国
内
観
光

の
状
況
を
ど
う
思
わ
れ
る

か
。

　
二
階
　
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

（
訪
日
外
国
人
旅
行
者
数
）

の
伸
び
が
順
調
だ
。
平
成


年
は
既
に
、

月
に
２
４
０

０
万
人
の
大
台
を
超
え
た
。

　
平
成

年
の
わ
が
国
全
体

の
宿
泊
旅
行
を
見
る
と
、
日

本
人
の
宿
泊
者
数
が
対
前
年

で
３
・
５
％
減
少
し
た
の
に

対
し
、
外
国
人
の
宿
泊
者
数

は
５
・
８
％
の
増
加
と
な
っ

た
。

　
外
国
人
の
宿
泊
者
数
の
伸

び
は
、
東
京
を
は
じ
め
と
す

る
首
都
圏
、
大
阪
・
京
都
・

兵
庫
の
近
畿
圏
、
愛
知
県
の

三
大
都
市
圏
が
３
・
４
％
の

増
で
、
地
方
部
は
９
・
５
％

の
増
と
な
っ
て
お
り
、
地
方

部
の
伸
び
が
三
大
都
市
圏
を

上
回
っ
た
。

　
地
方
の
旅
館
の
稼
働
率
が

低
い
水
準
で
あ
る
こ
と
は
そ

の
通
り
だ
が
、
北
海
道
や
沖

縄
を
は
じ
め
、
地
方
で
は
少

し
ず
つ
で
は
あ
る
が
増
加
の

傾
向
に
あ
る
。

　
世
界
遺
産
登
録
を
契
機

に
、
そ
の
イ
メ
ー
ジ
を
活
用

し
て
誘
客
に
成
果
を
上
げ
て

い
る
と
こ
ろ
が
多
く
あ
る
。

例
え
ば
和
歌
山
、
奈
良
、
三

重
県
の
「
紀
伊
山
地
の
霊
場

と
参
詣
道
」
、
栃
木
県
の

「
日
光
の
社
寺
」
な
ど
だ
。

　
も
ち
ろ
ん
、
世
界
遺
産
だ

け
で
な
く
、
日
本
遺
産
、
世

界
農
業
遺
産
、
日
本
農
業
遺

産
な
ど
、
日
本
に
は
観
光
資

源
が
た
く
さ
ん
あ
る
。

　
当
然
の
こ
と
だ
が
、
事
業

者
が
単
独
で
が
ん
ば
る
に
は

限
界
が
あ
る
。
行
政
を
含
め

た
地
元
の
関
係
者
や
業
界
関

係
者
の
統
一
的
な
取
り
組
み

が
必
要
だ
と
思
う
。
一
つ
の

良
い
例
が
熱
海
（
静
岡
県
）

だ
。

　
ま
た
由
布
院
（
大
分
県
）

の
よ
う
に
、
自
然
景
観
や
生

活
環
境
の
充
実
な
ど
、
地
域

の
独
自
性
を
発
揮
し
て
い
る

と
こ
ろ
も
あ
る
。
地
域
の
個

性
あ
る
魅
力
の
発
信
が
重
要

だ
。

　
宿
泊
産
業
関
係
者
の
皆
さ

ん
が
地
域
の
観
光
資
源
の
魅

力
を
再
発
見
し
て
、
地
元
自

治
体
、
観
光
事
業
者
、
旅
行

業
者
な
ど
と
一
体
と
な
っ
て

国
内
外
に
訴
え
る
必
要
が
あ

る
。

　
特
に
最
近
は
、
日
本
各
地

の
観
光
情
報
が
Ｓ
Ｎ
Ｓ
（
ソ

ー
シ
ャ
ル
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ

ン
グ
・
サ
ー
ビ
ス
）
な
ど
で

外
国
に
伝
わ
っ
て
い
る
と
聞

く
。
わ
れ
わ
れ
日
本
人
が
知

ら
な
い
よ
う
な
地
方
の
面
白

さ
、
魅
力
が
外
国
人
に
伝
わ

っ
て
い
る
と
い
う
。
最
新
の

情
報
伝
達
手
段
を
活
用
す
る

こ
と
も
大
事
だ
。

　
わ
が
国
で
少
子
高
齢
化
が

進
む
中
で
、
高
齢
者
や
障
が

い
の
あ
る
方
々
が
安
心
し
て

宿
泊
施
設
を
利
用
で
き
る
よ

う
、
施
設
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー

化
と
、
そ
の
Ｐ
Ｒ
も
必
要
で

あ
る
。

　
わ
が
国
に
深
い
関
心
を
持

つ
リ
ピ
ー
タ
ー
が
増
加
し
、

旅
行
の
ニ
ー
ズ
も
広
が
っ
て

い
る
。
全
国
津
々
浦
々
で
観

光
交
流
の
機
会
が
増
え
、
地

方
創
生
に
つ
な
が
れ
ば
と
期

待
し
て
い
る
。
観
光
の
発
展

は
地
方
か
ら
だ
。

　
―
―
二
階
幹
事
長
が
描
く

「
観
光
立
国
」
と
は
ど
の
よ

う
な
も
の
か
。
住
民
や
観
光

客
の
安
心
、安
全
の
た
め
に
、

災
害
か
ら
生
命
と
財
産
を
守

る
国
の
政
策
も
必
要
。
真
の

観
光
立
国
を
実
現
す
る
た
め

に
、
克
服
す
べ
き
課
題
と
、

そ
の
解
決
策
も
う
か
が
い
た

い
。

　
二
階
　
現
在
、
国
を
挙
げ

て
観
光
立
国
を
推
進
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
、
国
内
観
光
の

振
興
と
国
際
交
流
の
発
展
の

た
め
、
私
自
身
も
自
民
党
の

幹
事
長
と
し
て
、
ま
た
民
間

団
体
で
あ
る
全
国
旅
行
業
協

会
の
会
長
と
し
て
力
を
入
れ

て
活
動
し
て
い
る
と
こ
ろ

だ
。

　
観
光
立
国
推
進
に
向
け

て
、
日
本
各
地
で
安
心
し
て

旅
行
を
楽
し
ん
で
も
ら
う
た

め
に
は
、
災
害
か
ら
人
々
を

守
る
た
め
の
施
策
が
必
要

だ
。

　
私
の
故
郷
で
あ
る
和
歌
山

県
に
古
く
か
ら
伝
わ
る
「
稲

む
ら
の
火
」
と
い
う
逸
話
が

あ
る
。
和
歌
山
県
広
川
村
の

実
業
家
、
濱
口
梧
陵
（
は
ま

ぐ
ち
ご
り
ょ
う
）
が
旧
暦
の

安
政
元
年
（
１
８
５
４
年
）


月
５
日
、
安
政
の
南
海
地

震
が
起
き
た
時
に
、
大
切
な

稲
わ
ら
に
火
を
点
け
て
村
人

を
高
台
に
避
難
さ
せ
て
大
津

波
か
ら
皆
の
命
を
救
っ
た
と

い
う
話
だ
。
そ
の
後
も
４
年

の
年
月
を
か
け
て
村
に
堤
防

を
築
き
、
結
果
、
昭
和
南
海

地
震
を
含
む
何
度
と
な
く
襲

っ
た
地
震
に
よ
る
津
波
か
ら

地
域
を
守
り
続
け
た
。

　
２
０
１
５
年

月
に
開
か

れ
た
国
連
総
会
に
お
い
て
、

日
本
を
は
じ
め
世
界
１
４
２

カ
国
が
共
同
提
案
し
、
全
会

一
致
で
こ
の

月
５
日
を

「
世
界
津
波
の
日
」
に
す
る

決
議
案
が
採
択
さ
れ
た
。
津

波
か
ら
尊
い
命
を
守
る
た

め
、
世
界
中
で

津
波
防
災
の
知

識
を
深
め
、
連

帯
し
て
対
峙
す

る
必
要
が
あ

る
。

　
こ
の

月
に

は
沖
縄
県
で

「
世
界
津
波
の

日
２
０
１
７
高
校
生
島
サ
ミ

ッ
ト
ｉ
ｎ
沖
縄
」
が
開
催
さ

れ
、
世
界

カ
国
の
１
５
０

人
と
国
内
の
１
０
２
人
の
高

校
生
が
参
加
し
、
津
波
防
災

の
議
論
を
通
し
て
日
本
の
津

波
の
歴
史
や
防
災
、
減
災
の

取
り
組
み
を
学
ん
だ
。

　
ま
た
仙
台
市
に
お
い
て
も

「
国
連
世
界
防
災
フ
ォ
ー
ラ

ム
（
防
災
ダ
ボ
ス
会
議
）
」

が
開
催
さ
れ
る
な
ど
、
活
発

な
活
動
が
展
開
さ
れ
て
い

る
。

　
東
日
本
大
震
災
で
大
き
な

影
響
を
受
け
た
東
北
地
方
、

２
０
１
６
年
の
地
震
で
大
き

な
被
害
を
受
け
た
熊
本
県
、

大
分
県
な
ど
九
州
地
方
を
は

じ
め
、
全
国
各
地
で
国
の
古

く
な
っ
た
イ
ン
フ
ラ
を
整
備

し
、
災
害
に
強
い
国
づ
く
り

を
行
う
「
国
土
強
靭
化
」
が

進
め
ら
れ
て
い
る
。

　
国
土
強
靭
化
に
よ
り
、
日

本
お
よ
び
外
国
の
旅
行
者
の

皆
さ
ん
が
安
心
し
て
旅
行
を

で
き
る
。
そ
れ
に
よ
り
観
光

を
よ
り
一
層
推
進
で
き
る
の

で
は
な
い
か
。

　
―
―
２
０
１
８
年
は
日
中

平
和
友
好
条
約
締
結

周

年
。
一
層
の
交
流
促
進
が
見

込
ま
れ
る
。
た
だ
、
現
状
は

日
本
か
ら
中
国
へ
の
客
数
が

中
国
か
ら
日
本
へ
の
客
数
の

半
分
以
下
だ
。

　
二
階
　
私
は
、
観
光
は
の

こ
ぎ
り
を
引
く
よ
う
に
行
わ

な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
思

う
。
押
す
だ
け
で
も
引
く
だ

け
で
も
駄
目
。
押
し
た
り
引

い
た
り
し
な
け
れ
ば
木
は
切

れ
な
い
の
だ
。

　
国
際
観
光
を
推
進
す
る
に

は
、
こ
ち
ら
か
ら
も
出
掛
け

て
い
き
、
あ
ち
ら
か
ら
も
来

て
い
た
だ
く
。
そ
の
繰
り
返

し
が
必
要
で
、
来
て
い
た
だ

く
だ
け
で
は
交
流
は
長
続
き

し
な
い
だ
ろ
う
。

　
―
―
２
０
１
５
年
に
観
光

業
界
３
千
人
の
訪
問
団
を
中

国
に
送
っ
た
。

　
二
階
　
中
国
に
限
ら
ず
、

関
係
者
の
協
力
を
得
て
、
同

様
の
こ
と
が
進
ん
で
い
け
れ

ば
い
い
と
思
う
。

　
―
―
弊
紙
読
者
の
多
く
を

占
め
る
全
国
の
旅
館
・
ホ
テ

ル
経
営
者
に
激
励
と
メ
ッ
セ

ー
ジ
を
。

　
二
階
　
観
光
は
文
化
で
あ

り
、国
と
国
、地
域
と
地
域
、

人
と
人
を
つ
な
ぐ
平
和
産
業

だ
。

　
民
間
大
使
と
し
て
私
た
ち

観
光
業
界
が
先
頭
に
立
っ

て
、
隣
国
の
中
国
、
韓
国
、

ア
ジ
ア
諸
国
を
は
じ
め
、
さ

ま
ざ
ま
な
国
や
地
域
と
双
方

向
の
交
流
を
す
る
こ
と
が
大

事
だ
。

　
ま
た
、
わ
が
国
は
自
然
、

歴
史
、
文
化
、
食
と
、
全
国

津
々
浦
々
に
良
い
と
こ
ろ
が

あ
る
。
こ
れ
ら
の
地
元
の
良

さ
や
価
値
を
理
解
し
て
も
ら

い
、
関
心
を
高
め
て
も
ら
う

必
要
が
あ
る
。

　
観
光
が
明
る
く
な
れ
ば
、

世
の
中
は
必
ず
明
る
く
な

る
。
良
い
イ
メ
ー
ジ
を
も
っ

て
、
皆
さ
ん
で
知
恵
を
出
し

合
っ
て
切
磋
琢
磨
す
る
こ
と

が
大
事
で
あ
り
、
そ
う
し
た

こ
と
で
わ
れ
わ
れ
の
魅
力
が

広
く
伝
わ
っ
て
い
く
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。

　
行
政
と
観
光
に
関
わ
る
宿

泊
、
旅
行
、
運
輸
交
通
な
ど

の
関
係
者
が
、
こ
れ
ま
で
培

っ
て
き
た
長
年
の
経
験
と
英

知
を
結
集
し
て
、
力
を
発
揮

し
て
、
明
る
い
未
来
の
実
現

と
観
光
産
業
の
発
展
の
た
め

に
が
ん
ば
ろ
う
で
は
あ
り
ま

せ
ん
か
。

　
☆
３
～
４
面
　
観
光
庁
、
日
本
政
府
観
光
局
、
日
本
観
光
振
興
協
会
、
　

　
　
　
　
　
　
　
日
本
旅
行
業
協
会
の
ト
ッ
プ
座
談
会

　
☆
８
～

面
　
旅
行
業
大
手
４
社
ト
ッ
プ
座
談
会

　
☆

～

面
　
旅
館
経
営
者
座
談
会

　
☆

～

面
　
外
資
Ｏ
Ｔ
Ａ
鼎
談


